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令和元年度（第２３回）「チヨダ地域保健推進賞」 

 

活動テーマ 

乳幼児期からの運動発達支援体制の取り組み 

～母子保健・福祉等との連携～ 

グループ名称・氏名(グループの場合は代表者名) 

高崎市 こども発達支援センター 

代表者：上原 正恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児発達相談「にこにこるーむ」 

 

勤務先：高崎市役所 

所 属：福祉部 こども発達支援センター 

所在地：〒３７０－８５０１ 

群馬県高崎市高松町３５－１ 

ＴＥＬ：０２７－３２１－１３５１ 

ＦＡＸ：０２７－３２６－９１８０ 

 

 

◇活動方針 

高崎市こども発達支援センターは、発達に特性のある子どもや課題を抱えている子どもとその保護者

や関係機関の方を総合的にサポートするとともに、０歳から中学卒業まで一貫した支援を行うことを目

的に、平成２３年度に高崎市役所庁舎内に開設された。福祉部に属している。 

乳幼児健診等母子保健は保健医療部健康課が行っており、日頃より、両課で連携をとることが多い。 

保健師は、親子支援はもとより、関係機関や民間団体と連携を図り、発達に特性のある子どもの早期

発見・早期支援に努め、子どもたちがのびのびとその子らしく健やかに成長できるよう、地域支援体制

の構築と子ども達を取り巻く環境づくりに努めている。 

 

◇活動内容とその成果 

１ 活動内容 

当センターでは、大きく分けて６つの事業を行っているが、その中の１つである相談支援事業の中に、

主に保健師が関わっている事業として、乳幼児発達相談「にこにこるーむ」がある。 

この事業は、母子保健を担当している健康課との共同事業として実施している。健康課で実施してい

る乳幼児健診や相談で把握した運動発達の遅れや偏りのある乳幼児に対し、保護者が日常生活の中で無

理なくできる遊びやかかわりの工夫を提供し、発達を促す支援をすることを目的としている。 

スタッフは当センターの保健師、看護師と作業療法士がチームを組み、健康課保健師と連携を図り実

施している。さらに、当センターの作業療法士と健康課保健師を中心に、運動発達の課題に応じた保護

者向けリーフレットも共同開発し、随時更新しながら保健指導等で活用している。 

乳幼児発達相談「にこにこるーむ」は市内６か所の健康課保健センターを会場に開催しているが、身
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近な地域の保健センターで実施することで、保護者の育児不安やストレスに保健師が寄り添い、保護者

との信頼関係が築きやすいといったメリットがある。 

運動発達の遅れや偏りは、まだ問題が小さいうちに保護者が気づき、早期支援に繋がるケースが多い。

運動発達の相談をきっかけに、言語発達や行動面の課題など、さまざまな発達の相談につながるケース

も少なくない。その際の支援は、おおむね下記の流れとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当センターへの来所相談動機を分析すると、平成３０年度は、健康課保健センターからの紹介が最も

多く全体の２７％であり、続いて保育園等からの紹介２０％、ホームページを見て等の自主的な申し込

み１８％、学校からの紹介１４％となっている。 

運動発達の遅れや偏りをきっかけに早期に発達支援を開始することは、子どもの発達への理解を促し、

子どもの育つ環境を整えることにもつながり、二次障害の防止にも有益である。 

 

２ 活動成果 

乳幼児発達相談「にこにこるーむ」の過去２年間の実績は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

平成３０年度には、保健師を始めとした乳幼児健診に携わるスタッフのスキルアップとリーフレット

の活用を目的に、乳幼児の運動発達の知識と支援技術向上のための研修会を、当センターと健康課で２

回開催した。また、研修会で実施した乳幼児発達相談「にこにこるーむ」に関するアンケート調査を基

に、今後の事業の運営方法等についてスタッフ間で意見交換を行った。 

年度 回数 延べ人数 

平成２９年度 ８３回 ４９９人 

平成３０年度 ８４回 ５９３人 

 

乳幼児健診や相談等で運動発達の課題を発見 

リーフレットを用いて保健師が保健指導 

こども発達支援センターの医師による相談 

発達の課題がある場合はこども発達支援センターにて個別支援 

 

乳幼児発達相談「にこにこるーむ」にて健康課と連携して個別支援 

リハビリ専門機関や療育機関へ紹介 
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リーフレットは、それまで使用していた旧式のものを平成２９年度に改良した。新たに運動発達を促

す具体的方法を課題別に提示し、保護者が無理なく遊びの中で取り組めるよう、イラストでわかりやす

く図示した。リーフレットの評価に関しては、健康課保健師が実際に活用した保健師等を対象にアンケ

ート調査を行い、一定の水準の指導ができ保護者の前向きな言葉や態度からも役立ち感を得られたこと

を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今後の計画 

乳幼児発達相談「にこにこるーむ」は、母子保健部門と福祉部門の保健師が連携することにより、身

近な場所で育児の不安を相談しやすい環境と、専門性の高い支援の両方を提供することができている。

スタッフは運動発達の遅れや偏りをきっかけに、発達全体の支援を早期に行う視点をもって対応するこ

とを心がけている。今後も健康課との連携を密に行い、より充実した事業運営に努めていきたいと考え

る。 

核家族化や女性の社会進出・SNS 環境等が進み、子ども達を取り巻く社会は変化し、保護者の抱える

育児や子どもの発達に関する不安や悩みも多様化している。保健師は常に保護者に寄り添い、専門職と

して適切で温かい支援を行っていきたい。 

 

 

運動発達の課題に応じた保護者向けリーフレット 

寝返り・おすわりを促す １-１ 

～そりやすいお子さんに～  

 

方法① ≪横抱き≫  

 

○身体を包みこむように、 

丸く抱っこする。 

 

○こどもの股関節を曲げ、 

両手を前に出す。 

 

○お母さんの片方の手は背中を支えて、 

もう片方で太ももの下を支える。 

 

 

 ＊抱っこするときは、 

  この抱き方をしましょう。 

 

 

方法② ≪縦抱き≫  

 

○こどもの股関節を曲げ、 

両手を前に出す。 

 

○お母さんは脇をしめて手を組み、 

こどものお尻から 

ふとももの下を支える。 

 

 

応用 

♪歌を歌い、ゆっくりゆらしてみましょう。 

背中を支える 

手を前に出す 

股関節を曲げる 

手を前に出す 

股関節を曲げる 

寝返り・おすわりを促す １-２ 

～からだがやわらかいお子さんに～  

 

方法① ≪足を持ち上げる≫  

 

○こどもをあお向けに寝かせ、 

両足を持ち上げて、 

「あんよだよ、見てごらん」 

などと声をかける。 

 

○足をゆっくり上げて、 

その位置で止めて軽く動かす。 

 

 

 

 

 

 

方法② ≪自分の手で足を持たせる≫  

 

○こどもが、お腹のあたりまで 

足を持ち上げるようになったら、 

手を添えて、足をつかませる。 

 

○それぞれの手で、両足とも 

 つかませる。 

 

 

 

 

＊ お腹のあたりに力を入れる練習です。 

動かして、足を見せる 

おしりが少し浮く 

うつぶせ姿勢を促す  ２ 

～うつぶせにすると泣いたり嫌がるお子さんに～  

 

方法①≪うつぶせで抱っこ≫  

 

○うつぶせで抱っこして、 

歌を歌ったり声をかけながらこどもを 

ゆらゆら揺らす。 

 

 

 

方法②≪ももの上でうつぶせ≫  

 

〇こどもをうつぶせにして、 

お母さんの太ももの上に乗せる。 

 

 

 

方法③≪すねの上でうつぶせ≫ 

 

〇お母さんは壁にもたれて膝を立てて座る。 

 

〇下腿にこどもの腹部を乗せて、 

 こどもの背中を支える。 

 

○慣れてきたらお母さんの膝を伸ばして 

うつぶせの状態に近づける。 

 

 

＊ 方法①～③とも、まずは短い時間でよいので、頻回にやってみましょう。 

次にだんだん長い時間できるようにしましょう。 

横すわり 

寝返りを促す ３ 

～寝返りをしないお子さんに～  

 

方法① ≪足の曲げ伸ばし≫  

 

○こどもをあお向けに寝かせ、 

両足首を持って交互に足の曲げ伸ばしをする。 

○顔を見ながら、声をかけながら行う。 

○ゆっくりと行う。 

 

方法② ≪手で足を持つ≫  

 

〇手で自分の足を持たせる（片手・両手）。 

○すぐに手を離してしまう場合は、 

お母さんが保持する。 

〇その足を口に持っていく。 

 

方法③ ≪飛行機姿勢≫  

 

〇こどもの腕を無理に引っ張り上げるのではなく、 

 自分で上体を起こすのを待ち、 

 この姿勢を保たせる。 

 

方法④ ≪体ごとふりむかせる≫  

 

〇こどもを横向きにして、おもちゃ等を見せて、 

 あお向けに戻るよう励ます。 

〇こどもを横向きにして、おもちゃ等を見せて、 

 うつぶせになるよう励ます。 

 

 

＊寝返りができると、視野が広がり、移動もできるようになります。 

腕をのばすと 

体のひねりが出現する 

手で足を 

持たせる 

 

 

おすわりを促す ４ 

～おすわりが上手にできないお子さんに～  
 

方法① ≪足を持ち上げる≫  
 

○こどもをあお向けに寝かせ、 

両足を持ち上げて、「あんよだよ、 

見てごらん」などと声をかける。 

○足をゆっくり上げて、その位置で止めて軽く動かす。 

 

方法② ≪自分の手で足を持たせる≫  
 

○こどもが、お腹のあたりまで足を持ち上げる 

ようになったら、手を添えて、足をつかませる。 

○それぞれの手で、両足ともつかませる。 

               ＊ お腹のあたりに力を入れる練習です。 

 

方法③ ≪両手で体を支える≫  
 

○こどもを床に座らせ、前傾姿勢にして体を支える 

ように両手を前につかせる。 

〇声かけやおもちゃ等で関心をひき、 

頭部や体幹を起こすように促す。 

 

＊ 背もたれイスなどは、腹筋･背筋があまり働かないので、必要最小限の利用にしましょう。 

 

応用 ≪おっとっと、よいしょ≫ 
 

○少し座れるようになったら、こどもの一方の 

肩を支えながら、反対側から軽く押す。 

〇こどもが、とっさに腕を出して 

体を支えられるように練習する。 

〇押されるのを嫌がる場合は、歌いながら 

体を動かし、こどもを揺らしてみる。 

動かして、 

足を見せる 
おしりが 

少し浮く 

こどもの肩を支え、 

転倒にそなえる 

軽く押す 

指を伸ばしてパーで 

手を前につく 

よつばい姿勢を促す ５ 

～ずりばいではいはいをしないお子さんに～  

 

方法① ≪足を持ち上げる≫  

 

○こどもをあお向けに寝かせ、 

両足を持ち上げて、 

「あんよだよ、見てごらん」 

などと声をかける。 

 

○足をゆっくり上げて、その位置で止めて軽く動かす。 

 

方法② ≪自分の手で足を持たせる≫  

 

○こどもが、お腹のあたりまで 

足を持ち上げるようになったら、 

手を添えて、足をつかませる。 

 

○それぞれの手で、両足ともつかませる。 

 

＊ お腹のあたりに力を入れる練習です。 

 

方法③ ≪はいはいの姿勢≫  

 

○お母さんの太ももにこどものお腹を乗せ、 

手をこどもの脇の下に挟んで支える 

 

〇こどもの両手は床につける。 

両手で支えられない場合は、 

お母さんの太ももに乗せる位置を 

こどものお腹ではなく胸の場所にする。 

動かして、足を見せる 

おしりが少し浮く 

脇の下で 

支える 

太ももにお腹を乗せる 

両手を床につく 

（指は伸びて 

パーの状態） 

はいはいを促す ６ 

～ずりばいではいはいをしないお子さんに～  

 

方法① ≪はいはいの姿勢≫  

 

○お母さんの太ももにこどものお腹を乗せ、 

手をこどもの脇の下に挟んで支える 

〇こどもの両手は床につける。 

両手で支えられない場合は、 

お母さんの太ももに乗せる位置を 

こどものお腹ではなく胸の場所にする。 

 

 

 

 

方法② ≪はいはいの姿勢で体を動かす≫  

 

〇こどもの手のひらと両ひざで体を支える 

 はいはいの姿勢をつくる。 

最初はお母さんのひざの間にこどもの両足を 

はさんで、ひざが広がりすぎないようにする。 

 

〇はいはいの姿勢を保てるようになったら、 

こどもの腰を両手で支えて、 

軽く前後に動かす。 

 

 

 

 

 

＊両手両足で自分の体重を支える経験をさせましょう。 

＊はいはいの前進に欠かせない重心移動の感覚をつかみます。 

脇の下で 

支える 

太ももにお腹を乗せる 

速く動かすと重心移動が 

感じられないので 

ゆっくりとやさしく動かす 

両手を床につく 

（指は伸びて 

パーの状態） 

やさしく支える 

 

このリーフレットでの表現について… 

 

赤ちゃんを「こども」、介助者を「お

母さん」と表現していますが、お

子さんの遊び相手はもちろん周り

の大人どなたでも結構ですので、

楽しみながらたくさん遊んであげ

てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＊＊＊本リーフレットの無断転載を禁じます＊＊＊ 

 高 崎 市  

『にこにこるーむ』のごあんない 
 

おうちでできる発達を促す遊びや、生活の中での 

工夫を手助けする相談を行っています。 

予約制になっておりますので、お住まいの地域の 

保健センターにお問い合わせください。 

 お子さんのこと、お母さんのこと、ご家族のこと… 

 お気軽にご相談ください。 

 

◇ 総合保健センター   （℡：027-381-6113） 

◇ 箕郷保健センター   （℡：027-371-9060） 

◇ 群馬保健センター   （℡：027-373-2764） 

◇ 新町保健センター   （℡：0274-42-1241） 

◇ 榛名･倉渕保健センター （℡：027-374-4700） 

◇ 吉井保健センター   （℡：027-387-1201） 

 

 


